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昔日の機器(23)
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昭和 26(1951)年8月7日付 (SCAPIN 2075 
-1)牝書の中で日本人の使用を許可する範囲と
して而洋航行に必要なレーダーが加えられまし
たので，而洋航行用レーダーの研究，試作，
，製作，輸入，所有，装備，売却及び輸出が
に認められて，禁止の範囲は前
しました内容のうちほぼ軍用に関係したものの
みとなりました。
つづいて昭和 26 (1951)年12月15日付 (SC
AP IN -2075/2)日本政府宛に覚書が出され，
その中で従来日本人の使用は商業的な応川の範
囲だけ認められていたものが航面の補助機械と
して日本人の使用が許可され，更に航tfり上の使
月］または涌上における人命の安全のために必要
なレーダーの研究，開発等が軍用に関するもの
を除いて無条件で認められました。
このような経過をたどった結果，日本でも現
在のようなレーダーの研究開発が始まりました。
本学前身校卒業生はこのころすでに外国製の
レーダーを船舶に装備するために活躍された方
が多く，たとえば悔上保安庁では昭和25年3月
の新造巡視船から外国製品を装備し始めており
ますし，一般商船では「マリンレーダー保守と
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修刑の実際」（昭和29年5月発行船舶通信士協
会）に資料提供船として92隻の船名があります。
また戟品としてSPE且RY,R. C. A.， 他6社の
14製品，東京計器，日本無線及び協立電波の 3
社 4製品が掲載されておりますので，このころ
の日本船舶にはこの範囲の機器が装備され使用
されていたのだと思います。
写真は日本製のレーダーで，本学の工学実験
用として使用した機器ですから多くの卒業生に
はなじみ深い装置です。
機器の内部部品には外国の部品も含まれてい
るのは当時をしのばせますが，西 2号館ができ
ましたときにレーダー局として条件を満さなく
なりましたので新しい製品と入れ替えましたか
らこの間約20年余活躍したことになります。し
かし製造年月から日本のレーダーとしては早期
のものといえるでしょう。
周波数 9320,.._,9430MHz 尖頭電力 30KW
距離測定範囲 2,4,8, 20及び40n.m. 
空中線回転数 IOR.P.M. 12吋
なお、昭和25(1950)年 1月18日付 (SCAPIN
2075)の覚書が出されたとき、当時の教務課研究係か
ら資料としてがり版刷りにし、配布されたものを手元
に保管しております。
（本学名誉教授宮坂武芳）
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